
第22回統計・データサイエンス教育の方法論ワークショップ＠統計数理研究所 (ハイブリット開催)
2025年3月1日（土）10:40-11:20

国際数学・理科動向調査（TIMSS）データの
活用方法に関する提案

目白大学人間学部
国立教育政策研究所教育課程研究センター TIMSS事務局 

細田 幸希



2

資料と動画は以下のQRコードよりご確認いただけます。

←資料 ←動画
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本発表では

【私自身の問い】

• 教育におけるデータの役割や実用性を広く周知するためには、
どのような取り組みが必要か。

• 教育データの学びの機会の提供や学術研究及び教育政策への活用に
どのように活用できるのか。

本発表では、教育の国際的な大規模調査(TIMSS)のデータに着目し、
データの分析方法や利活用に関する展望について議論する。
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国立教育政策研究所IEA国際数学・理科教育動向調査
TIMSS概要リーフレットより
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TIMSS調査の概要①

• TIMSS(Trend in International Mathematics and Science Study)は，国際教育
到達度評価学会(IEA)が実施する国際共同研究調査の一つ。

• 正規の学校教育の４年目と８年目に当たる児童生徒と対象に，4年ごとに実施。

• 2023年調査に参加したのは、58か国/地域（4学年）、44か国/地域（8学年）

• 日本は、2023年調査からコンピュータ使用型 (CBT)の調査に完全移行した。

• 初等中等教育段階における児童生徒の算数・数学及び理科の教育到達度を国際的
な尺度によって測定し，様々な要因との関係を明らかにすることが目的である。

• 調査では，教科調査(算数・数学，理科の問題が含まれる)や児童生徒質問調査，
教師質問調査，学校質問調査，保護者質問調査(4年生のみ)を実施した。
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TIMSS調査の概要②

• 教科調査の問題は第1部と第2部に分かれている。児童生徒には、14種類のブッ
クレットの中から1種類が割り当てられるため、全ての児童生徒が同じ問題に取
り組んだわけではない。

→異なるブックレットに共通の問題を含めることによって、共通でない問題の
難易度が異なるブックレット間で統計的に比較することが可能になっている。

→項目反応理論を用いて、異なるブックレットを解答した児童生徒の得点を共通の
尺度にのせて比較している。

• TIMSS2023の得点は、国際平均値を500点、標準偏差が100点の分布モデルの
推定値として算出されている。

→400点から600点の間に約68％の児童生徒、300点から700点の間に約95％含まれる
分布モデルである。
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調査の様子

福岡市那珂川市那珂川北中学校HPより 京都府福知山市福知山市立桃映中学校HPより
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調査デザイン：標本抽出

• 調査対象の児童生徒の抽出は、国際的に決められたガイドラインに従って行われ
ている。

→「標本設計に対して、実際の学校実施率が85％以上満たすこと、かつ、実際の学
       級実施率が95％以上満たすこと、かつ、実際の児童生徒実施率が85％以上であ

ること」または「学校、学級、児童生徒の実施率をかけた総実施率が75％以上
であること」のいずれかを満たすことが求められている。

• 日本の場合、まずは学校を抽出し、そこから児童生徒(1学級)を抽出する二段抽出
を実施した(特別支援学校及び特別支援学級等に在籍する児童生徒は除く)。

→最終的には小学校は141校(3875名)、中学校は133校(3905名)が分析対象となった。
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TIMSS2023の関係資料

詳細はTIMSS2023の関係資料をご確認ください。https://timss2023.org/

https://timss2023.org/
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TIMSS2023のデータのダウンロード

IEAのHP DATA & TOOLSより BOSTON COLLEGEのHPより
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データの構造

児童生徒の学力、学校、
教師、保護者などの
データにそれぞれラベ
ルがつけられている！
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Codebook

データと一緒に公開されているCodebookには、データファイルにある
全ての変数がリスト化されている。ただし、変数によっては質問調査の
内容もあわせて確認する必要がある。(例：ACBG03Aは学校質問調査)
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IEA IDB Analyzerとは

⚫ IEA調査データファイルを、RやSAS、SPSS言語を用いて統合し
たり、データ分析をおこなったりできるグラフィカルユーザー
インターフェースのこと(Macユーザーは仮想マシンを入れる)。

⚫ IDB Analyzerを使用するためには、SPSS、SAS、Rのいずれかを
ダウンロードする必要がある。

⚫ IDB Analyzerは、大規模調査の複雑なサンプリング設計や重み付け
を考慮しながら、データの統合や分析を行うことができる。



14

IEA IDB Analyzerとは
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Marge Module：データの統合

① Merge Moduleを開いて、Select Directoryからダウンロードしたデータファイル
    を選択する。

② Available Participants(参加国の一覧)から分析対象の国/地域を選択し移動する。
→今回はドイツ、日本、ニュージーランド、アメリカでやってみます(後ほど)。

③ Nextを押して、Available Variables(変数の一覧)から関心のある変数を選択し
移動する(データファイルの選択も忘れずに)。

④ Output Filesからファイル名を定義と保存先のフォルダの指定を行う。
    完了したらStart Rを押す(Rが自動的に開きます)。

⑤ 作成されたRスクリプト(またはSPSS/SASファイル)をR実行ボタン
 (またはSPSS/SAS実行ボタン)をクリックして実行する。

⑥ 指定したフォルダに結合されたデータファイルが保存される。
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参加国の一覧
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変数の一覧
データファイルの

選択

統合したデータファイルの定義と
保存先の指定



18

Analysis Moduleにおける主な統計解析

⚫ Benchmarks（国際標識水準）

⚫ 割合と平均（割合のみも可能）

⚫ 相関

⚫ 回帰分析（SPSS、SASのみロジスティック回帰分析も可能）

⚫ Percentiles
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割合と平均

⚫ 平均得点(Plausible Values: PVs)や連続変数の割合や平均値を
計算するためには、Percentages and Meansを使用する。
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分析例

研究課題

小学校4年生の算数の平均得点は、男女で
差があるのか？

関連する変数
ITSEX

ASMMAT01-05
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割合と平均：統計解析の手順

① Analysis Moduleを開いて、統合したデータを選択する。

② Analysis Typeを「Percentage and Means」にする。

③ Grouping variablesに「ITSEX」変数を選択し移動する。

④ Plausible Valuesに「ASMMAT01-05」(算数の平均得点) 変数を選択し移動する。

⑤ 出力ファイルの定義/変更ボタンをクリックし、出力ファイルと保存される
 フォルダに希望する名前を指定する。

⑥ 作成されたRスクリプト(またはSPSS/SASファイル)をR実行ボタン
 (またはSPSS/SAS実行ボタン)をクリックして実行する。

⑦ 指定したフォルダにHTMLファイル、Rデータファイル、Excelファイルが
 出力される。
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統計分析の
選択

変数の一覧
グループ化で使用
する変数の選択

算数の平均得点(PVs)の変数
を選択
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平均得点と標準誤差



24

TIMSS2023 International Report
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IDCNTRY dvar groupvar refgroup compgroup mnpv mnpv_se mnpvdiff mnpvdiff_se mnpvdiff_t

Germany ASMMAT ITSEX Girl Girl 516.92 2.49 0.00 0.00 #NUM!

Germany ASMMAT ITSEX Girl Boy 516.92 2.49 13.49 2.65 5.10

Germany ASMMAT ITSEX Boy Girl 530.41 2.55 -13.49 2.65 -5.10

Germany ASMMAT ITSEX Boy Boy 530.41 2.55 0.00 0.00 #NUM!

Japan ASMMAT ITSEX Girl Girl 585.54 2.51 0.00 0.00 #NUM!

Japan ASMMAT ITSEX Girl Boy 585.54 2.51 10.39 2.51 4.13

Japan ASMMAT ITSEX Boy Girl 595.93 2.75 -10.39 2.51 -4.13

Japan ASMMAT ITSEX Boy Boy 595.93 2.75 0.00 0.00 #NUM!

New Zealand ASMMAT ITSEX Girl Girl 479.42 2.95 0.00 0.00 #NUM!

New Zealand ASMMAT ITSEX Girl Boy 479.42 2.95 21.37 3.29 6.50

New Zealand ASMMAT ITSEX Boy Girl 500.78 3.25 -21.37 3.29 -6.50

New Zealand ASMMAT ITSEX Boy Boy 500.78 3.25 0.00 0.00 #NUM!

South Africa ASMMAT ITSEX Girl Girl 376.32 3.70 0.00 0.00 #NUM!

South Africa ASMMAT ITSEX Girl Boy 376.32 3.70 -28.56 3.93 -7.27

South Africa ASMMAT ITSEX Boy Girl 347.76 4.31 28.56 3.93 7.27

South Africa ASMMAT ITSEX Boy Boy 347.76 4.31 0.00 0.00 #NUM!

United States ASMMAT ITSEX Girl Girl 507.90 2.98 0.00 0.00 #NUM!

United States ASMMAT ITSEX Girl Boy 507.90 2.98 17.83 2.09 8.54

United States ASMMAT ITSEX Boy Girl 525.74 3.52 -17.83 2.09 -8.54

United States ASMMAT ITSEX Boy Boy 525.74 3.52 0.00 0.00 #NUM!

t値
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Benchmarks(国際標識水準)

⚫ TIMSSのBenchmarks(国際標識水準)に到達した児童生徒の割合
を求めることができる。

⚫ Benchmarks(国際標識水準)は、625 Advanced、550 High、
475 Intermediate、400 Lowに分けて定められている。
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分析例

研究課題

TIMSS2023のBenchmarks(国際標識水準)に
到達している児童の割合は？

関連する変数
ASMMAT01-05
Benchmarks：

400, 475, 550, 625
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625(Advanced International Benchmark)：

⚫ 問題を解決するために適切な演算を行うための情報を選択し、関連
付けることができる。

⚫ 問題の文脈で与えられた計算結果を解釈し、様々な式やパターンを
作成し、分数と小数を関連付けることができる。

⚫ 2次元および3次元の図形に関する知識を応用し、直線と角度の簡
単な性質を識別し、単純な図形の表面積と外周に関する基本的な理
解ができている。

⚫ データを解釈し、さまざまな状況で与えられたデータについて選択
することができる。
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550(High International Benchmark)：

⚫ 拡張された文脈の中で概念や表現を関連付けることができたり、
 解答を正当化するために整数の性質の知識を応用することができる。

⚫ 数直線、倍数、因数、四捨五入、分数と小数の演算を理解している。

⚫ 様々な状況において、測定に関する課題を解決することができる。

⚫ 2次元の図形と見慣れない3次元の図形を関連付け、角度の基本的な
理解ができている。

⚫ データ表現の特徴を解釈し、様々なグラフでデータを表現すること
ができる。
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475(Intermediate International Benchmark)：

⚫ 簡単な状況で数学的知識を活用し、表現に関連付けることができる。

⚫ 様々な状況で3桁の整数を使った計算ができたり、簡単な小数の
足し算と並び替えができる。

⚫ 直線の長さを測定したり、3次元の図形を説明したりすることがで
きる。

⚫ 複数の情報源から得たデータを使って、表現を関連付けることが
できる。
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400(Low International Benchmark)：

⚫ 3桁までの整数の足し算と引き算や1桁の整数の掛け算と割り算、
簡単な文章題の問題を解くことができる。

⚫ 基本的な測定の考え方や一般的な図形の性質を応用することが
できる。

⚫ 様々な情報からデータを読み取り、簡単な棒グラフを完成させる
ことができる。
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Benchmarks(国際標識水準)：統計解析の手順

① Analysis Moduleを開いて、統合したデータを選択する。

② Analysis Typeを「Benchmarks」にする。

③ Plausible Valuesに「ASMMAT01-05(算数の平均得点)」 変数を選択し移動する。

④ Benchmarksのカットポイント「625 550 475 400」を選択する。

⑥ 作成されたRスクリプト(またはSPSS/SASファイル)をR実行ボタン
 (またはSPSS/SAS実行ボタン)をクリックして実行する。

⑦ 指定したフォルダにHTMLファイル、Rデータファイル、Excelファイルが
 出力される。

⑤出力ファイルの定義/変更ボタンをクリックし、出力ファイルと保存される
 フォルダに希望する名前を指定する。
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算数の平均得点(PVs)の変数
を選択

Benchmarksの値を選択

Benchmarksのオプションを
選択できる
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回帰分析

⚫ 変数間の関係性を調べるために回帰分析（Liner Regression）を
使用することができる。

⚫ SPSS、SASのみ、ロジスティック回帰分析も使用可能。
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分析例

研究課題

日本において、児童の性別を制御した場合、
算数に対する自信と平均得点にはどのような
関係があるか？

関連する変数
ASMMAT01-05

ITSEX
ASBGSCM（SCL)
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回帰分析：統計解析の手順

① Analysis Moduleを開いて、統合したデータを選択する。

② Analysis Typeを「Liner Regression」にする。

④ Independent Variablesに「ASBGSCM(SCL)」を選択し移動する。

⑤ Dependent Variableに「 ASMMAT01-05(算数の平均得点) 」を選択し移動する。

③ Grouping variablesに「ITSEX」変数を選択し移動する。

⑦ 作成されたRスクリプト(またはSPSS/SASファイル)をR実行ボタン
 (またはSPSS/SAS実行ボタン)をクリックして実行する。

⑧ 指定したフォルダにHTMLファイル、Rデータファイル、Excelファイルが
 出力される。

⑥ 出力ファイルの定義/変更ボタンをクリックし、出力ファイルと保存される
 フォルダに希望する名前を指定する。
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独立変数を選択
カテゴリー変数/連続変数

従属変数を選択
PVsを選択する場合はチェックも忘れずに！
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回帰係数 t値
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この回帰モデルによって、男女それぞれの算数の平均得点のばらつ
きをどの程度説明することができるか？

男子 23% 女子 21%

決定係数
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経年変化分析（発展）

⚫ IDB Analyzerだけでは複数年のデータを結合することはできない
が、SPSS、SAS、Rを用いて複数年のデータセットを作成するこ
とによって、経年変化分析を行うことができる。

⚫ 年によってデータの変数名、質問内容、尺度（カットポイントも
含む）が異なる場合があるので、予め分析で使用する変数につい
て、Codebook等で確認する必要がある。
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分析例

研究課題

日本における算数指導は、2019年と2023年の
調査でどのように変化したのか？

関連する変数
ATBM02A, ATBM02B, ATBM02C 
ATBM02D, ATBM02E, ATBM02F

ATBM02G, ATBM02H
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関連する変数について

今回使用する変数は、以下の教師質問調査の質問項目である。

Q：あなたは、調査対象学級の算数の授業で、次のことを児童が
      するようにどのくらい指導しますか。

いつも・いつもほとんど指導する/半分ぐらいの授業で指導する/ときどき指導する
/まったく指導しない

a) 教師の新しい算数の内容の説明を聞く。（ATBM02A）

b) 教師の問題の解き方を聞く。（ATBM02B）

c) 公式や解き方を覚える。（ATBM02C）

ｄ) 解き方を自分自身で練習する 。（ATBM02D）
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関連する変数について

e) 既に習ったことを自分自身で新しい問題の状況に適用する。   
（ATBM02E）

f) 教師の指示に従って学級全体で問題に取り組む。（ATBM02F）

g) 能力が混じったグループ内で勉強する。（ATBM02G）

h) 能力が同じグループ内で勉強する。（ATBM02H）
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経年変化分析（発展）：統計解析の手順

① Marge Moduleを用いて各年に対応するデータセットを作成する。

② SPSS、SAS、またはRでデータセットを開き、IDCNTRYとYEARが結合された
変数として反映するように修正し、複数のデータを統合する。

→SPSS、SAS、Rコマンドを用いる必要あり。

③ Analysis Moduleを開いて、 結合したデータセットを開く。

④ 分析を行う際には、Grouping Variableに「IDCONTRY」選択する。
→分析結果の出力ファイルには「国別ID_年」という形で表示される。
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経年変化分析（発展）：割合で比較する

ATBM02A：教師の新しい算数の内容の説明を聞く。
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ATBM02A groupvar refgroup compgroup pct pct_se cpct cpct_se pctdiff pctdiff_se pctdiff_t

Every or almost every lessonIDCNTRY 392_2019 392_2019 61.28 3.67 61.28 3.67 0.00 5.19 0.00

Every or almost every lessonIDCNTRY 392_2019 392_2023 61.28 3.67 61.95 3.64 0.67 5.16 0.13

About half the lessonsIDCNTRY 392_2019 392_2019 26.33 3.37 26.33 3.37 0.00 4.76 0.00

About half the lessonsIDCNTRY 392_2019 392_2023 26.33 3.37 26.20 3.39 -0.13 4.78 -0.03

Some lessons IDCNTRY 392_2019 392_2019 11.35 2.05 11.35 2.05 0.00 2.90 0.00

Some lessons IDCNTRY 392_2019 392_2023 11.35 2.05 10.49 2.33 -0.86 3.10 -0.28

Never IDCNTRY 392_2019 392_2019 1.04 0.78 1.04 0.78 0.00 1.10 0.00

Never IDCNTRY 392_2019 392_2023 1.04 0.78 1.37 0.97 0.33 1.25 0.26

Every or almost every lessonIDCNTRY 392_2023 392_2019 61.95 3.64 61.28 3.67 -0.67 5.16 -0.13

Every or almost every lessonIDCNTRY 392_2023 392_2023 61.95 3.64 61.95 3.64 0.00 5.14 0.00

About half the lessonsIDCNTRY 392_2023 392_2019 26.20 3.39 26.33 3.37 0.13 4.78 0.03

About half the lessonsIDCNTRY 392_2023 392_2023 26.20 3.39 26.20 3.39 0.00 4.79 0.00

Some lessons IDCNTRY 392_2023 392_2019 10.49 2.33 11.35 2.05 0.86 3.10 0.28

Some lessons IDCNTRY 392_2023 392_2023 10.49 2.33 10.49 2.33 0.00 3.29 0.00

Never IDCNTRY 392_2023 392_2019 1.37 0.97 1.04 0.78 -0.33 1.25 -0.26

Never IDCNTRY 392_2023 392_2023 1.37 0.97 1.37 0.97 0.00 1.37 0.00

統計的検定の結果、比率の差に有意な差があるものは見られなかった。
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経年変化分析（発展）：割合で比較する

ATBM02F：教師の指示に従って学級全体で問題に取り組む。
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ATBM02F groupvar refgroup compgroup pct pct_se cpct cpct_se pctdiff pctdiff_se pctdiff_t

Every or almost every lessonIDCNTRY 392_2019 392_2019 71.59 3.39 71.59 3.39 0.00 4.79 0.00

Every or almost every lessonIDCNTRY 392_2019 392_2023 71.59 3.39 64.53 3.66 -7.06 4.99 -1.42

About half the lessonsIDCNTRY 392_2019 392_2019 17.83 2.47 17.83 2.47 0.00 3.49 0.00

About half the lessonsIDCNTRY 392_2019 392_2023 17.83 2.47 26.44 3.36 8.61 4.17 2.06

Some lessons IDCNTRY 392_2019 392_2019 9.36 2.29 9.36 2.29 0.00 3.24 0.00

Some lessons IDCNTRY 392_2019 392_2023 9.36 2.29 8.70 1.99 -0.66 3.03 -0.22

Never IDCNTRY 392_2019 392_2019 1.22 0.74 1.22 0.74 0.00 1.04 0.00

Never IDCNTRY 392_2019 392_2023 1.22 0.74 0.33 0.28 -0.89 0.79 -1.12

Every or almost every lessonIDCNTRY 392_2023 392_2019 64.53 3.66 71.59 3.39 7.06 4.99 1.42

Every or almost every lessonIDCNTRY 392_2023 392_2023 64.53 3.66 64.53 3.66 0.00 5.17 0.00

About half the lessonsIDCNTRY 392_2023 392_2019 26.44 3.36 17.83 2.47 -8.61 4.17 -2.06

About half the lessonsIDCNTRY 392_2023 392_2023 26.44 3.36 26.44 3.36 0.00 4.75 0.00

Some lessons IDCNTRY 392_2023 392_2019 8.70 1.99 9.36 2.29 0.66 3.03 0.22

Some lessons IDCNTRY 392_2023 392_2023 8.70 1.99 8.70 1.99 0.00 2.81 0.00

Never IDCNTRY 392_2023 392_2019 0.33 0.28 1.22 0.74 0.89 0.79 1.12

Never IDCNTRY 392_2023 392_2023 0.33 0.28 0.33 0.28 0.00 0.40 0.00

統計的検定の結果、「半分ぐらいの授業で指導する」に関する比率の差
に有意な差が見られた。
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IDB Analyzerの使用方法の詳細は
ヘルプマニュアルかUser Guideを
ご覧ください。
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海外におけるTIMSSデータの活用例①

教科教育研究（数学教育)への活用（Bokhove, 2022）

• マルチレベルモデルを用いた回帰分析
を通して、東アジアの国/地域とその
他の国/地域の数学指導の違いを明ら
かにしている(文化的特徴はあるか？)。

• 記述統計の結果から、生徒による能動
的な知識の生成に関する変数(GEN)の
スコアが東アジアの国/地域は小さい。

• 東アジアではシンガポールのみ、
GENが数学の平均得点に対して負の
予測因子をもつことが分かった。https://journals.sagepub.com/doi/full/

10.1177/27527263221109752

https://journals.sagepub.com/doi/full/10.1177/27527263221109752
https://journals.sagepub.com/doi/full/10.1177/27527263221109752
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海外におけるTIMSSデータの活用例②

教育政策への活用（Lin, 2018）

• TIMSS2011において、台湾の児童
生徒は算数・数学に対する自信が
低く、楽しいと感じている子ども
が少ないことが明らかになった。

• 教育政策の改革として、2014年に
「Just Do Math」プロジェクトを
立ち上げ実施した。

• TIMSSデータが台湾の教育政策転
換に大きな役割を果たしたことが
説明されている。
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教育政策におけるIEAの調査データの利活用の記事が掲載されている。

https://www.iea.nl/publications/series-
journals/iea-compass-briefs-education-series

https://www.iea.nl/publications/series-journals/iea-compass-briefs-education-series
https://www.iea.nl/publications/series-journals/iea-compass-briefs-education-series
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ご質問・ご意見等ございましたら、
お気軽にご連絡ください。

TIMSS事務局
URL：https://www.nier.go.jp/timss
Mail：timss@nier.go.jp

細田 幸希
Mail：k.hosoda@mejiro.ac.jp
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